
2022年度　環境経営レポート

発行日：2023年5月26日

（対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日）

株式会社 平成技術コンサルタント 

認証番号0006599
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株式会社　平成技術コンサルタント

代表取締役　濱口　徹

〒　６５６－０４２５

兵庫県南あわじ市榎列小榎列１９９番地１

環境管理責任者 総務部担当

連絡先 ＴＥＬ： ０７９９－４２－６３７３

ＦＡＸ： ０７９９－４２－３７２７

平成元年4月20日

1，000万円

測量業

従業員数 5人

床  面  積 354.53㎡

　　

22

0

4248

24

8,382

30

１．会社の概要

14,514

32

全社排出量

2022年度

8,417

22

2019年度 2020年度 2021年度
項　　目

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.334 kg-CO2/kWh（関西電力、2018年度の調整後排出係数）

 総排水量

産業廃棄物 ㎏

ｍ3

一般廃棄物

 廃棄物排出量

kg-CO2

㎏

㎏ 24

0 0

53

（8）会計年度  4月～翌年3月

 二酸化炭素総排出量

２．主な環境負荷の実績

0

本　　　社

（6）事業の概要

（7）事業規模

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

30

単位

（４）創業

（５）資本金

38

15,404

32
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登録組織名：　株式会社 平成技術コンサルタント

事業活動　：  測量業

対象範囲  ：   本社 

　　

【推進組織図】

代表取締役　濱口　徹

                  　兵庫県南あわじ市榎列小榎列１９９番地１

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境方針を策定し、従業員に周知させる

⑤環境管理責任者、環境委員等を任命する

②上記の結果を社長に報告する

⑤EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

⑥環境への負荷の自己チェックを実施する

⑦環境への取組の自己チェックを実施する

①環境目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

役　割　・　責　任　・　権　限

③EA21文書類を承認をする

③環境関連法規制等を順守する

全従業員

【適用範囲】　株式会社 平成技術コンサルタント

④エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

環境管理責任者

全従業員

３．対象範囲（認証・登録範囲）

環境管理責任者　総務部担当

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

③EA21文書類を作成する

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

４．推進組織図及び役割・責任・権限

【役割・責任・権限】

代表取締役
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　　５．環境経営方針

株式会社 平成技術コンサルタント 環境経営方針

地球環境と調和し後に続く世代のために、環境保護に配慮した活動を積極的に展開します。

また、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んで参ります。

※１．二酸化炭素排出量削減に取り組みます。

２．水使用量の削減に取り組みます。

３．廃棄物排出量削減に取り組みます。

4．製品・サービスへの環境配慮に取り組みます。

5．会社周辺の清掃活動を実施し、環境保全に貢献します。

6．関係する環境関連法規制等を遵守します。

7．本方針を全従業員に周知徹底します。

8．環境経営システムの継続的改善に努めます。

※   取組重点項目

制定日：２０１０年 ３月２５日

改訂日：２０２１年１２月１７日

株式会社 平成技術コンサルタント

代表取締役 濱 口 徹
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※No.1の基準年度車輌燃費実績（走行距離　7,300　÷　ガソリン使用量　656.4）= 11．1㎞/ℓ

※電気事業者別二酸化炭素排出係数：0.334(㎏-CO2/kWh)（関西電力、2018年度の調整後排出係数）　

※二酸化炭素総排出量数値は全体の排出量(電力、ガソリン及びLPガス)

※ＬＰＧは使用量が少ないため目標に設定していない

※No.4の一般廃棄物量排出量は循環資源量とリサイクルされない一般ごみに分別した数値

※化学物質の取扱はありませんので、環境目標の設定はありません。

１１㎞/ℓ １１㎞/ℓ １１㎞/ℓ

大掃除2回/年
通常掃除1回/週

54回/年

㎏ 28

-1%

812

㎏

大掃除2回/年
通常掃除1回/週

54回/年

大掃除2回/年
通常掃除1回/週

53回/年
5 環境経営保全活動の実施

㎏

28 ㎏ 28

2

リサイクルされない

 一般ごみ

4

循環資源量

（カン、ビン、ペットボトル等）
2 ㎏

28 ㎏

大掃除2回/年
通常掃除1回/週

54回/年

kg-CO2

1

kWh

二酸化炭素排出量の削減
8,280

-0.5% -1% -1.5%

（CO2排出量削減） 2.32

（排出係数）

1,904 kg-CO2

ガソリン使用量の削減

-0.5%

816

kWh19,469

140 ㎏

（排出係数）

2021年度目標

6,438
-1.5%

6,4056,503 kg-CO2

19,177

2022年度目標
2020年度実績

電力使用量の削減

-0.5%
6,470

㎏140 ㎏ 139

53 ㎥

2

3

コピー用紙使用量の削減

水道使用量の削減

㎏

6
製品・サービスへの環境
配慮

報告書、成果品につ
いて委託者からの環
境・品質に関する指
摘が0件
外部からの苦情件数
が0件

報告書、成果品につ
いて委託者からの環
境・品質に関する指
摘が0件
外部からの苦情件数
が0件

報告書、成果品につ
いて委託者からの環
境・品質に関する指
摘が0件
外部からの苦情件数
が0件

140

車輌燃費（参考値） １１㎞/ℓ

8,407

㎥

2 ㎏ 2 ㎏

報告書、成果品につ
いて委託者からの環
境・品質に関する指
摘が0件
外部からの苦情件数
が0件

６．環境経営目標

8,364 8,323

808

1,875
-1.5%

19,372

1,8851,894

821

-1%

（CO2排出量削減） 0.334

2023年度目標環境経営目標No.
基準年度

19,274

53 ㎥ 53 ㎥ 53
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○

○ ○

○

○

○

2.エコドライブ運転方法の配慮（急発進、急ブレーキの禁止、 ○

法定速度の遵守等） ○

3.車輌の定期点検 ○

4.車内エアコンの適正な温度管理 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

5 ○

○

○

○

実施
体制

(責任者)

スケジュール

1.書類内容、印刷部数の徹底確認

6
製品・サービスへの環境
配慮

循環資源量

リサイクルされない

  一般ごみ

環境保全活動の実施

4

No. 環境経営目標

電力使用量の削減

環境経営目標の達成手段

1.使用していない電気の消灯

（CO2排出量削減）

2
総務部
担当者

総務部
担当者

3 水道使用量の削減

コピー用紙使用量の削減

1.手洗い時、洗い物時は蛇口を止める

測地部
担当者

測地部担
当者

1.アイドリングストップの徹底　

1 ガソリン使用量の削減

3.コピー機使用前の枚数、倍率の確認

７．環境経営計画

   の削減

3.水道管からの濾水の定期点検

2.社用車に洗車は必要最低限に留める

2.使用済み用紙の再利用　　　

1.報告書、成果品について委託者からの環境・品質に関する指摘が0件

2.外部からの苦情件数が0件

測地部
担当者

2.エアコン温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

3.パソコンの省電力設定

3.測量現場での掃除

測地部
担当者

総務部
担当者

（CO2排出量削減）

二酸化炭素排出量

車輌燃費

4.クールビズ、ウォームビズをして冷暖房使用を抑える

・NO.1に従う

総務部
担当者

1.アイドリングストップの徹底　

2.エコドライブ運転方法の配慮（急発進、急ブレーキの禁止、法定速度の遵守等）

1.会社周辺の大掃除実施（8月、12月）

1.カン、ビン、ペットボトル等

1.用紙類の裏紙徹底

2.可燃ごみの分別徹底

2.会社内掃除（毎週月曜日）周辺（毎日）
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％

％

1

％

％

％

％

％

％

・会社周辺の大掃除実施

（８月、１２月）

・会社内掃除（毎週月曜日）、周辺（毎日）

5 　周辺（毎日）

・測量現場での清掃

％

・車輌の定期点検 達成率

・現在の取組を
継続する

・エコドラ
イブの意識
が浸透した

・水の流
しっぱなし
がなくなっ
た

目標

達成状況

42

126

単位

目標

環境保全活動の実施

循環資源量

2

実績 0

達成率 100

28

実績 22

達成率 127

達成状況 ○

リサイクルされない

2

・書類内容、印刷部数の削減 単位 kg-CO2

140

実績
コピー用紙使用量の削減

・使用済み用紙の再利用

　蛇口を止める

達成状況 ○
％

53

125

　倍率の確認 達成率

単位 kg-CO2

二酸化炭素
排出量の削減

環境経営計画の実績環境経営計画に基づき

実施した取組内容 （2022年4月～2023年3月）

目標

×

電力使用量の削減
 

（CO2排出量削減）

・室内温度を
一定にするた
め継続的に使
用しているこ
とで使用量が
多くなった

目標

・クールビズ、ウォームビズをして

  冷暖房使用を抑える

・社用車の洗車は必要最低限

・カン、ビン、ペットボトル等

・現在の取組を
継続する

・現在の取
組の意識が
浸透した

100

達成状況 ○

目標

大掃除2回/
年 通常掃
除1回/週
54回/年

実績

・用紙類の裏紙徹底

・可燃ごみの分別徹底

・漏水の点検を
２ヶ月毎に実施
する実績

　に留める 達成率

・水道管からの漏水の定期点検

3

4

98達成率

No.

達成率

次年度の
環境経営計画

6,438

実績 8,384

・エコドライブ運転方法の配慮
（急発進、急ブレーキの禁止、法
定速度の遵守等）

達成率

13

大掃除2回/
年 通常掃
除1回/週
54回/年

単位 ％

単位 kg-CO2

・コピー用
紙の裏紙使
用が徹底し

た

No.1 に記載

・エコドラ
イブの意識
が浸透した

・現在の取組を
継続する

目標 1,885

・車内エアコンの適正な温度管理 達成状況 ○

・アイドリングストップの徹底　 単位 kg-CO2

・コピー機使用前の枚数、

・手洗い時、洗い物時は

○

8,323

・分別を更に徹
底する

車輌燃費（参考値）

※ 1

99

・エコドライブ運転方法の配慮（急発
進、急ブレーキの禁止、法定速度の遵守
等）

水道使用量の削減

　一般ごみ

達成状況 ○

・分別の意
識が浸透し

た

単位 ｍ３

目標

単位 kg

単位 kｍ/ℓ 
目標 11

・現在の取組を
継続する

・使用していない電気の消灯

・エアコン設定温度

・パソコンの省電力設定

実績 1,840

実績 6,544

・現在の取組を
継続する

・分別の意
識が浸透し

た

・分別を更に徹
底する

102

・アイドリングストップの徹底　

達成率
実績

112

○

ガソリン使用量の削減

（CO2排出量削減）

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

達成状況

・室内温度を一定にす
るため継続的に使用し
ていることで使用量が

多くなった
・エコドライブの意識

が浸透した

・現在の取組を
継続する

×

目標

環境経営目標
（環境経営方針との関連）

達成状況

118
達成状況

7



・報告書、成果品について

　委託者からの環境・品質

6 　に関する指摘が０件

・外部からの苦情件数が0件 ％

(注；○；目標達成、　×：目標未達成)

単位 ％

製品・サービスへの環
境配慮

目標 0件

実績 0件

100

達成状況 ○

・測量現場にお
ける環境配慮活
動を更に徹底す

る

遵守

達成率

公共測量作業規程準則 遵守

※ 1　 2022年度車輛燃費実績　走行距離　9,665 ÷ ガソリン使用量　731.6 ＝ 13.21   ㎞/ℓ

実施体制 ・実施体制　環境管理責任者は有効に機能しており、これを継続する

・測量現場に
おける環境配
慮活動を更に

徹底する

環境関連訴訟は過去５年間、１件も発生しておりません。

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

遵守

遵守

遵守

（２）環境関連訴訟等の有無

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

廃家電の適正処理 遵守

廃車自動車の適正処理

（小売り業者への引き渡し業務）

5

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

廃棄物分別後、市指定日に指定場所に持ち込み

廃棄物に適正処理と削減

空調機の適正処理

定期点検の実施

簡易点検記録簿の管理及び保管

自動車リサイクル法

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守
評価記録」で管理している

遵守

遵守

遵守

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、測量現場ともに遵守しており、違反はあり
ません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。

適用される法令等 遵守状況主な遵守すべき内容　※

公共測量作業規程

4

遵守

現地測量の際、木々の伐採

土地所有者への立ち入り許可等

遵守

遵守

2

3

測量法1

家電リサイクル法

8



代表者の
指示事項

電気使用量について削減を徹底する。

10．代表者による全体の評価と見直し・指示

変更の
必要性

環境経営方針は変更し
ない

環境経営方針は適切で
ある

環境経営方針に示された
環境への取組の基本的方
向は現在も適切か

環境経営
方針

作成者：片山ゆかり

代表者：濱口　徹

見直し年月日：2023年　5月　15日

作成日　　　：2023年　5月　15日

　※次年度以降への展開を重点に記載する

環境経営
目標及び
環境経営

計画

その他の
環境経営
システム

実施体制

代表者による評価環境管理責任者の報告見直しに必要な事項

□有り
■無し

環境経営目標・計画の達
成状況は妥当か
・課題とチャンス、・二
酸化炭素排出量削減、・
廃棄物排出量削減、・水
使用量削減、・製品・
サービの環境性能の向上

環境経営目標及び環境
経営計画は適切である

環境経営目標及び環境
経営計画は変更しない

□有り
■無し

・環境負荷の大きな変化は
特になし
・法規制等の遵守している
・教育（４月８日、８月４
日）・訓練（５月１８日、
９月９日）実施
・外部からの苦情や要望は
特になし
・実施及び運用の適切であ
る・緊急事態への準備状況
は万全である
・取組の確認並びに是正処
置については処置票に記録
済
・環境経営レポートの作成
と公表、活用状況は適切で
ある

その他の環境経営シス
テムは適切である

その他の環境経営シス
テムは変更しない

□有り
■無し

実施体制は効果的であ
り、変更の必要性はない
か

実施体制は効果的であ
る

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ

電気使用量について冬期は始業時間を前倒し、使用時間を短縮した。

実施体制は継続する
□有り
■無し

代表者の
総合評価

※

前年度と同様に電気使用量削減のみ達成できなかった。今年度も新型コロナウイルス感染
対策として空気清浄機稼働及び強制換気等も使用量が増加した要因と考えられるが、達成
率98%とほぼ達成と言える数値でもある。従業員の日頃の努力が報われた結果である。
次年度も電気使用量削減を取組重点項目とし、達成に向けて努力する。今後も新型コロナ
ウイルス感染予防を徹底するとともに、全従業員が環境経営方針に基づき環境経営目標に
取り組む事が重要である。
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